
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修 
  ～「全社的品質管理・生産性向上」コース～ 

 皆さまこんにちは、社長の近藤です。7/10に、日

墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修生が来

社されました。この研修は、日墨両国間の相互理解

と友好親善を増進することを目的に1971年に開始

されました。 

 2010年以降は両国のさらなるパートナーシップ

の強化に貢献できる若手人材の育成を目的として、

一般社団法人中部産業連盟が独立行政法人国際協力

機構（JICA）からこの研修事業を受託し、行なわれ

ています。 

 26歳から45歳までの、現在もしくは将来に「生

産品質管理や生産性向上」を担当する分野に従事す

るメキシコ人が参加して、5月上旬～9月中旬の約

94日間に渡って日本の中でも特に「ものづくり」が

盛んな中部地域で研修が行われています。 

 会宝産業には2015年、2016年、2017年と3年

連続でお越しいただいていますが、今年は研修員12

名と中産連から1名、JICAから2名、合計15名で来

られました。 

 会宝産業には、リサイクルビジネスや再生エネル

ギーなどの取り組みについて学びに来られました。

その中で、研修員の皆さんは会宝産業の海外展開

や、日本のリサイクル事情について強い関心をもた

れていました。また工場見学では、「あいさつが素晴

らしい」、「ホスピタリティが素晴らしい」、「金を取

り出す(?)技術が細かくてすごい」、「日本は車がきれ

い」などの感想がありました。 

 研修員は、様々な講義や演習、視察で学んだ内容

を活かしながら、帰国後のアクションプランを作成

するそうです。学びの原点である「知らないことを

知る」を提供する機会をいただき、ありがとうござ

います。 



 

 

こんにちは！昨年に引き続き、今年の会宝リサイくるまつりでも「流しトマト」を実施します！

子ども達がしあわせのトマトと触れ合ってくれることに農園メンバーはとてもワクワクしております！ 

さて、昨日７月８日に「食と農の研究会」様が見学にいらっしゃいました。案内役は私、田中が務めさ

せていただき、農場や施設の説明に加え、会宝産業の農業事業にかける想いをお伝え致しました。ご参加

の皆様は興味深そうに圃場や作物を観察し、熱心に話を聞いてくださりとてもありがたく感じました。 

また、７月７日にグランドオープンした羽咋市の新しい観光スポット「道の駅”のと千里浜”」にも、食

と農の研究会の皆様とともに足を運びました。活気のあふれる店内を見回すと・・・「あ！ありました！！

「しあわせのトマト」♪」ということで、羽咋市の道の駅でも当農園のトマトがご購入できますので、ぜ

ひお立ち寄りください！ 

見学後に参加者の方からお礼状をいただきました。「取り組みが素晴らしいの一言に尽きます。人間の基

本である食に対する取り組みも、画期的であると感じました。」というメッセージを書面にて頂戴すること

ができ、感激しなが

らも身の引き締まる

想いがしました。

もっともっと美味し

いトマトをお届けで

きるよう、チャレン

ジを続けます。

（担当：田中） 

        農業の取り組み ～ 農業事業部より ～ 

  

 こんにちは、海外事業部 宮川裕基です。この春新社会人として入社し、

海外事業部に配属となりました。この春までは、京都で学生生活を送り、あ

る日突然ロボット工学を学びたい衝動に駆られ、1年ほどフランスへ留学し

ていました。その後、様々な国に行く中で、文化、生活水準が日本とは全く異なる国にも足を踏みいれてし

まい、世界の広さ、おもしろさにどっぷり浸かってしまいました。その頃から、ロボットのように誰かの指

示通りに決められた道を歩く、ということができなくなり(笑)、気づけば金沢にて、こちらでマストアイテ

ムと言われる人生初のマイカーで爽快に通勤しています。 

 日々の業務では、弊社の根幹技術である自動車リサイクルを学ぶべく、生産部の業務に加わらせて頂いて

います。先輩方の解体処理の速さ、繊細さ、豊富な知識量は凄まじく、とくに前処理での先輩方の連携は鮮

やかすぎて見とれてしまうほどです。一切の無駄がなく、美しいのです。一方、

自分の解体処理はというと、ここに文字を割くのも勿体

無いほどなので、1日でも早く、先輩方のように知識も

技能も身に付け、海外事業部で成果を出す人材になれる

よう、日々の業務に励んでいきます！ 

☆トマトが赤くなると医者が青くなる！ 夏バテ予防にもトマトはいかがですか？ 

 【会宝農園インターネットショッピングサイト】  http://agribalance.jp/ 

 
  

           今月は 海外事業部 宮川裕基さんからコメントをいただきました！ 

● 今月の出番 ●          

海外事業部  

宮川 裕基さん                               



 

 

       今月のパチリ☆ 

 こんにちは。先月号の『会宝通信』でもお伝えしましたが、7月1日に弊社国内事業部（部品課・車

輌営業課・中古車課）が移転しました。移転に伴い、国内事業部の敷地内に新たに自販機を設置するこ

とになり、弊社もスポンサーとして応援しているツエーゲン金沢応援バージョンの自販機を設置しまし

た。今回の自販機はまだどこにもない最新バージョンのもので

す。お金を入れると弊社社員の声でツエーゲン金沢を応援する

メッセージが流れたり、ツエーゲン金沢公式応援ソング♪も流

れる楽しい自販機です。廃車をお持ち込みいただいた方には、

無料でドリンクを購入

できるコインを差し上

げていますので、お越

しの際には是非ご利用

ください。 

  （担当：松本） 

            社員海外レポート  

 皆様、こんにちは。Kaiho Middle Eastの柳澤です。 

今回はKMEオークションに携わるメンバーをご紹介いたします。 

 現在、KMEはパキスタン人男性2名、インド人女性1名、私の計4名で運営しておりま

す。スタッフの職種は営業1名、営業兼総務1名、経理1名です。私も含め全員20代、平均年齢26歳の

若いチームです。年齢は若いですが、全員仕事はまじめで責任感もあります。毎回、安心して仕事を任

せています。また相手を思いやることのできる人達なので、とても良い雰囲気で仕事ができています。

若さを生かして日本からコンテナを出品してくださるお客様に、しっかりと利益を還元していくことを

目指しています。 

 続いては現地パートナーのJaveedさんとShahidさんのご紹介です。お二人は、パキスタン出身のご

兄弟です。現地では、コンテナ積み降ろし、商品受け渡し、また商品についてアドバイスを頂いていま

す。30代前半ですが、現地でヤードを10年以上営んでおり、幅広い商品知識や相場感覚は数千あると

言われるSharjahマーケット業者の中でもトップクラスです。非常に仕事熱心で、深夜12時-1時に仕

事が続くことも度々ありますが、忙しい時でも、とても充実感に満ちた表情で仕事をされています。 

業界のことについて勉強させて頂くことは多々ありますが、人としても利他

の精神を持ったお手本となる方です。 

 毎日仕事が出来るのは、お取引くださるお客様や、周りの方々の支えがあ

るからこそと感謝の気持ちでいっぱいです。今後も周りの方々のご期待に沿

えますよう日々精進して参ります。 ※写真左より、Javeedさん、Shahidさんです。 
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住所が変わりました！ 
〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 会宝産業株式会社国内業務部 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

ホームページもご覧ください。 

http://kaihosangyo.jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  相場情報 ～生産部より～ 

 今年で第7回となる「会宝リサイくるまつり」を8月6日に開催します。 

「会宝リサイくるまつり」は、弊社の活動をお客様に知っていただきたい、特に子供たちに「もったいな

い」と「後始末」について楽しく学ぶ機会にしていただきたいという想いで、2011年から毎年8月に開催

しているお祭りです。 

 毎年大人気のくるまの解体ショーや、解体作業の見学、

そしてお子様の夏休みの課題にぴったりのリサイクル教室

など、今年も様々なイベントや縁日を企画しています。 

静脈産業やリサイクルについて楽しみながら考えられるお

祭りです。社員一同、今年もたくさんの方のご来場をお待ちして

います！（担当：佐藤） ※写真は昨年の様子です。 

 今月のトピックス      ～  会宝リサイくるまつり ～                  

2017年7月実績 

 入庫台数 952台          

 処理台数 875台     

 こんにちは。会宝産業の山口です。北陸でも漸く梅雨明けのきざしが見えてきました。 

 7月の鉄単価は若干ながら関東を中心に上昇した所が多いのではないでしょうか。東京製鐵も宇都宮工場

で夏季の炉休中ながら値上げを行いました。これはマーケットで「この先更に価格が上がるのではないか」

との見方が強く、電炉各社が値上げしてでも今のうちにスクラップを手当てしておこうと動いた結果だと言

われています。 

 一方で、アルミ相場はと言うと、大幅な下げは無いものの価格は下落基調となっています。昨年暮れまで

下落が続き、スクラップ問屋さんもアルミの在庫を待たずリスク回避をしていましたが、一旦相場が上向き

に転じると買いも活発となり、今年4月頃までは高値の出やすい状況にありました。しかし、そうした状況

を見ての高値に対する警戒感や、中国からのアルミ塊が入ってきている事でここ数か月は下落との見方が強

いようです。中国での過剰生産は鉄が良く取り上げられますが、アルミに関しても例外ではありません。安

いアルミ塊を日本向けに売り捌く動きも活発になり、かつ製品（アルミ塊）の品質も日本のものと遜色ない

レベルの物も有るとの事で、今後さらに中国製品が増えていくと予測されます。 

日にち ：8月6日（日） 

開場時間：午前9時～午後4時 

開催場所：会宝産業株式会社 本社 

※詳細は弊社ホームページをご覧ください 


